
ル
・
ケ
ア
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
、
尊
厳
死
の
運
動
や
ホ
ス
ピ
ス
の
試
皐
が

進
め
ら
れ
る
今
日
の
関
心
か
ら
は
、
特
に
西
川
喜
作
と
土
岐
雄
三
と
が
注
目

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
千
葉
国
立
病
院
精
神
科
医
長
の
西
川
喜
作

は
、
自
ら
ガ
ン
と
知
っ
て
か
ら
現
代
医
学
に
お
い
て
い
か
に
死
が
お
ろ
そ
か

に
さ
れ
て
い
る
か
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
「
死
の
医
学
」
を
最
後
の
テ
ー

一
、
に
と
決
意
し
た
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
老
作
家
の
土
岐
雄
三
は
、

．
切
の
食
事
、
医
療
を
拒
否
仕
り
、
あ
の
世
へ
参
り
ま
す
」
と
延
命
医
療

に
対
し
て
果
敢
に
戦
い
を
挑
ん
だ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
本
書
の
終
わ
り
に
近
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
代
医
療

は
人
の
死
を
見
え
に
く
い
も
の
に
し
た
。
死
が
あ
い
ま
い
に
な
れ
ば
、
生
も

愛
も
あ
い
ま
い
に
な
る
。
言
」
れ
が
最
後
』
の
『
最
後
』
は
ま
す
ま
す
あ
い

ま
い
に
な
る
。
…
・
・
・
一
最
後
の
手
紙
』
を
だ
れ
に
た
い
し
て
、
ど
う
書
く
か

ｌ
、
そ
れ
は
死
に
直
面
し
た
時
の
事
柄
で
は
な
く
、
日
常
の
生
の
い
と
な

み
の
中
に
あ
る
事
な
の
で
あ
る
」
と
。

本
書
は
若
い
人
々
を
目
標
に
書
か
れ
た
と
い
い
、
平
易
な
文
章
で
明
快
に

解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
深
く
、
そ
の
論
旨
は
鋭
く
、
広
く
一
般

の
読
者
に
対
し
て
、
日
本
人
の
死
生
観
を
考
え
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え

る
好
著
と
い
え
よ
う
。

（
津
田
進
三
）

〔
筑
摩
書
房
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
ブ
ッ
ク
ス
四
四
一
九
九
○
年
Ｂ
六
判

二
三
四
頁
定
価
九
八
○
円
〕

訳
注
者
の
高
山
直
秀
氏
は
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
に
と
っ
て
貴
重
な
人
で
あ

る
。
彼
は
都
立
駒
込
病
院
小
児
科
に
勤
め
る
医
師
だ
が
、
歯
科
に
造
詣
が
ふ

か
い
。昭

和
五
十
九
年
に
、
『
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
歯
科
外
科
医
』
（
医
歯
薬
出
版
）
を

翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
原
著
者
Ｐ
・
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
は
、
十
八
世
紀
前
期
に
先

駆
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
歯
科
医
で
、
「
近
代
歯
科
医
学
の
父
」
と
謡
わ
れ
る
。

彼
は
一
七
二
八
年
、
世
界
で
最
初
の
歯
科
医
学
書
と
な
っ
た
『
歯
科
外
科

医
』
を
著
わ
し
た
。
二
巻
か
ら
な
る
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
著
が
、
高
山
氏

に
よ
っ
て
日
本
語
に
全
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
業
で
あ
る
。
歯
科
医
学
の
原
点
と
も
い
え
る
。
ハ
イ
オ
ニ
ァ
の

業
績
を
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
歯
科
医
師
は
、
高

山
氏
に
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
高
山
氏
が
こ
の
た
び
訳
出
さ
れ
た
の
が
、
本
著
『
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・

パ
レ
歯
科
口
腔
病
医
学
、
補
整
・
矯
正
・
義
肢
論
』
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
パ
レ
は
、
近
代
外
科
学
の
父
と
尊
崇
さ
れ
る
十
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の

外
科
医
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
に
と
っ
て
も
、
偉
大
な
先
人
だ
。
彼

は
、
一
五
七
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
パ
レ
全
集
』
を
著
わ
し
た
。
大
判
八

五
○
．
ヘ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
著
で
あ
る
。

そ
の
な
か
か
ら
、
高
山
氏
は
歯
科
口
腔
病
に
関
す
る
記
述
を
逐
一
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
当
時
、
歯
科
は
未
だ
独
立
し
た
科
で
は
な
く
、
パ
レ
は
歯
科
医
療

高
山
直
秀
訳
注

『
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・
パ
レ
歯
科
口
腔
病
医
学
、
補
整
・
矯
正
・
義
肢
論
』
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を
特
殊
な
外
科
の
一
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
補

整
・
矯
正
・
義
肢
論
は
「
欠
損
を
補
整
す
る
方
法
」
と
し
て
一
章
を
成
し
て

い
る
が
、
歯
科
口
腔
病
関
係
の
記
述
は
、
全
三
十
章
の
う
ち
十
章
に
わ
た
っ

て
い
る
。
そ
の
殆
ん
ど
が
、
半
．
ヘ
ー
ジ
も
し
く
は
そ
れ
以
下
に
過
ぎ
な
い
。

訳
注
者
に
よ
れ
ば
、
解
剖
を
含
め
て
歯
科
口
腔
病
関
係
は
、
合
せ
て
七
六

一
行
、
全
集
の
約
一
○
．
ヘ
ー
ジ
分
、
全
体
の
一
・
二
％
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
馨
し
い
活
字
群
の
な
か
に
、
星
屑
の
よ
う
に
散
っ
た
歯
科
口
腔
病

を
、
高
山
氏
は
根
気
よ
く
丹
念
に
抽
出
し
て
集
成
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
Ａ
五
判
九
○
．
ヘ
ー
ジ
の
本
著
が
で
き
あ
が
っ
た
。
用
語
解
説

や
時
代
背
景
な
ど
、
丁
寧
な
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
歯
科
医
師
に
と
っ

て
、
こ
ん
な
有
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
。
あ
の
膨
大
な
全
集
を
緒
く
こ
と
な

く
、
労
せ
ず
し
て
パ
レ
の
歯
科
口
腔
病
医
学
を
一
読
で
き
る
の
だ
か
ら
Ｉ
。

折
し
も
パ
レ
没
後
四
○
○
年
に
発
刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
訳
業
は
数
年
前
か

ら
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
に
連
載
さ
れ
て
き
た
。
訳
注
者
と
し
て
は
、

既
定
の
上
梓
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
関
連
領
域
に
お
い
て
寄
与
し
て
い
る
英
才
が
い
る
こ
と
を
、

医
史
学
会
の
方
盈
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
中
原
泉
）

〔
デ
ン
タ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
九
九
○
年
Ａ
五
判
九
○
頁

定
価
三
、
○
九
○
円
〕

心
臓
の
運
動
を
つ
か
さ
ど
る
刺
激
伝
導
系
ｌ
こ
れ
は
田
原
の
命
名
に
か

か
る
Ｉ
の
一
部
に
、
房
室
結
節
が
あ
る
。
近
ご
ろ
で
は
解
剖
学
名
に
人
名

を
ふ
す
こ
と
を
意
識
的
に
さ
け
る
傾
向
が
あ
る
が
、
以
前
は
こ
れ
を
田
原
結

節
、
あ
る
い
は
ア
シ
ョ
ッ
フ
・
田
原
結
節
と
記
憶
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

す
な
お

こ
れ
を
発
見
し
た
田
原
淳
が
、
医
学
史
上
不
当
と
も
思
え
る
扱
い
し
か
う

け
て
い
な
い
の
は
、
お
お
く
の
医
学
史
書
に
承
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

き
に
わ
れ
わ
れ
が
翻
訳
し
た
シ
ン
ガ
ー
と
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
通
史
で
は
、

刺
激
伝
導
系
の
発
見
者
と
し
て
ア
ー
サ
ー
・
キ
ー
ス
や
マ
ー
チ
ソ
・
ブ
ラ
ッ

ク
の
業
績
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
田
原
は
そ
の
名

さ
え
象
ら
れ
な
い
。
原
著
の
復
刻
版
の
出
版
も
翻
訳
書
の
発
刊
も
、
す
べ
て

は
こ
こ
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
田
原
が
、
ヒ
ト
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
ヒ
ツ
ジ
、
仔
ウ
シ
な
ど
の
哺
乳
動

物
に
つ
い
て
、
房
室
連
結
束
の
走
行
や
組
織
学
的
所
見
を
、
正
確
か
つ
詳
細

に
記
載
し
た
約
二
百
．
ヘ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
原
著
ロ
麗
熨
①
冨
国
日
晶
器
湧
蔚
冒

号
切
段
揖
呂
曾
言
『
月
目
（
岳
ｇ
）
を
、
イ
エ
ナ
の
グ
ス
タ
フ
・
フ
ィ
ヅ
シ

ャ
ー
社
か
ら
独
文
で
刊
行
し
た
。
そ
れ
か
ら
九
○
年
近
く
た
っ
た
一
九
九
○

年
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
訳
者
は
心
臓
血
管
外
科
医
（
須

磨
幸
蔵
東
京
女
子
医
大
教
授
と
島
田
宗
洋
国
立
小
児
病
院
医
長
）
と
解
剖
学

者
（
島
田
達
生
大
分
医
大
助
教
授
）
で
あ
る
。

お
よ
そ
一
五
年
前
、
は
じ
め
て
原
著
に
接
し
た
訳
者
達
は
、
偉
大
な
先
人

聾
冒
四
○
弓
四
乏
胃
秒
著
、
須
磨
幸
蔵
ほ
か
訳

『
哺
乳
動
物
心
臓
の
刺
激
伝
導
系
１
房
室
束
と
習
異
且
①
線
維
の
解
剖

学
的
・
組
織
学
的
研
究
』
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